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日本語方言における鼻音化子音の考察
―史的音韻論・方言学の視点からガ行子音を対象として―

斎　藤　孝　滋
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1．はじめに

 鼻音化子音［ŋɡ］,［nd］［mb］等）は、15～16世紀の朝鮮資料やキリシタン資料
等から、中世末期まで中央語において保たれていたことが知られ（橋本進吉
1950、浜田敦1970他）、また、現在でも（高年層に限られるが）四国・紀伊半
島南部・東北地方等にみられる音である（上野善道ら1980他）。鼻音化子音は、
本来その要素である入り渡り鼻音［ŋ］,［n］［m］が、破裂音系列の濁音としての
弁別的特徴であったと推定でき（早田輝男1977、柴田武1989、高山倫明1992他）、
その弁別性が、日本諸方言における鼻音化子音の破裂要素［ɡ］,［d］［b］の多
様な変化、さらには他の子音（無声破裂音他）の多様な変化を引き起こす要因
となったと考えられる（加藤正信1975他）。このように、鼻音化子音は、中央
語音韻史・方言音韻史上、重要な役割を演じてきたと考えられるが、未だ中央
語音韻史・方言音韻研究の視点から総合的に論じた論考はみられない。

2．目的・方法

　本研究は、特にガ行音を対象として、鼻音化子音自体及び関連する音の変化
とそのメカニズムについて、中央語音韻史・方言音韻研究の両視点から、総合
的に明らかにしようと試みるものである。具体的には、中央語音韻史において
推定されているガ行音と、全国方言の様々なガ行音を、可能な限り網羅的に扱
い、それら全ての共通祖形を推定し、各変種成立のメカニズムを比較方言学的
に明らかにするのである。
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3．ガ行音の歴史ー通説ー

　ガ行子音は、中央語の場合、一般的に上代は語頭に位置しなかったが、その
後他の濁音と同様に語頭に位置するようになり、中世末期には、キリシタン資
料であるロドリゲスの『日本大文典』の記述や朝鮮資料より、語頭で［ɡ］、非
語頭で［ŋɡ］という異音分布になっていたと推定されるのである（橋本前掲書、
浜田前掲書他）。現代共通語と同様に、語頭で［ɡ］、非語頭で［ŋ］という音
価と異音分布になるのは、中世末期より後ということになる。なお、現代共通
語圏では、非語頭の異音が語頭と同様の［ɡ］に統一される傾向が進行している。

4．ガ行音の類型

　ガ行音について、全国の方言を網羅的に対象とした上野ら（1989）「10　ガ行
子音（〖語頭/非語頭」）」における異音分布の類型を、筆者の視点で、閉音節化

図1：ガ行子音（【語頭】／【非語頭】）

上野義道ら（1989）より

図2：カ行子音（【非語頭】）

上野義道ら（1989）より
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と、さらに史的音韻論上深い関係を持つと推定されるカ行音の語中子音有声化
（加藤正信1975、 斎藤孝滋1992b）まで含めて、総合的に類型化すると次の♳
～⓭のようになる。
　なお、［　］/［　］は「語頭の音声/非語頭の音声」を示す。また「♯」は語
末を示す。
　カ［k］/［ɡ］はカ行音の語中子音有声化が存在することを示す。音声表記は、
必要に応じて筆者の方法（斎藤1992b他）に改めた。
　参考として上野ら（1989）より関連地図を図1、図2として示しておく。
　♳［ŋɡ］/［ŋɡ］；［ŋɡomu］ゴム…兵庫県三原郡南淡町福良本町〈淡路島〉

［ŋɡarasu］ガラス、［kaŋɡo］籠…徳島県の一部・高知県香美郡美良布町・
高岡郡窪川町・幡多郡大方町・中村市・土佐清水市

　♴［ŋɡ］/［ŋ］；［ŋɡambareː］頑張れ、［tʃaŋama］茶釜…山形県北村山郡東根町
　　　カ［k］/［ɡ］〈用例記載なし。但し、他のカ［k］/［ɡ］と同様と推定される。〉

　♵［ɡ］/［ŋɡ］；［kaŋɡe］影、［kaŋɡo］籠… 高知・愛媛・香川・徳島・鳥取・奈良・
和歌山・三重

　4［ɡ］/［ŋɡ］；［kaŋɡe］影、 ［aŋɡerɯ・・］ 上げる… 

　　　カ［k］/［ɡ］ ［aɡerɯ・・］ 開ける

　♷［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ 、［ɴ］ＶＮ#；［kuɴ］釘、 ［doɴ］道具…長崎県五島

　♸［ɡ］/［ŋɡ］；［kaŋɡɴ］鏡…沖縄県石垣島石垣・大浜・竹富島

　♹［ŋ］/［ŋ］；［ŋarasɯ］ガラス、［ŋiri］義理、［ŋo］五…静岡県浜名湖西岸・
北岸、愛知県豊橋市付近、［ŋakkoː］学校、［ŋoŋo］午後…奈良県五條
市・和歌山県北部の紀ノ川中・上流域の那賀郡・橋本市

新潟・ 山形・秋田の一部、福島
県南相馬市小高区（加藤
正信、斎藤孝滋ら1994）
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　8［ɡ］/［ŋ］；規範的な共通語パターンとされている類型。［ɡakkoː］学校、
［kaŋamï］鏡、…東京・千葉県北部、神奈川、長野・山梨・静岡、岐阜・
富山・石川・福井・滋賀・大阪・奈良・和歌山・徳島の広い領域等

　⓽［ɡ］/［ŋ］；［ɡakkoː］学校、 ［aŋerɯ・・］ 上げる、［kaŋamї］
　　 カ［k］/［ɡ］； ［aɡerɯ・・］ 開ける

　⓾［ɡ］/ ［ŋ］_ＶＷ・Ｍ、［t］_ＶＮ#、［ɴ］_ＶＮ#；［onaŋo］女、［sut］杉、［kaɴ］鍵、
［koɴ］漕ぐ…鹿児島県揖宿郡頴娃町

　⓫［ɡ］/［ɡ］［ɣ］；［kuɡi］釘、［ɡomuɣutsu］ゴム靴…群馬・埼玉・千葉県南・
愛知・新潟・香川・愛媛の広い領域・岡山・広島・山口県、鳥取・島
根〈出雲を除く〉、九州の広い領域〈薩摩半島南部を除く〉に分布が
みられる。

　⓬［ɡ］/［ŋɡ］_ＶＷ・Ｍ、［ʔ］_ＶＮ#；（［kaʔ］（鍵＝嗅ぐ）…鹿児島県薩隅地域

　⓭［k］/［k］；［kantu］岩乗《丈夫》、［nikajuː］願う《祈る》、［mukї］麦、［fukї］
釘、［kaki］影、［pїki］鬚《毛》…沖縄県大神島

5．ガ行音の成立過程―祖形と各類型の成立過程の推定―

　ガ行音の成立過程を推定するためには、♳～⓭を比較し、それらの祖形を推
定する必要がある。祖形は、♳～⓭の成立を矛盾なく説明できるものでなけれ
ばならないが、♳を祖形として設定すれば、♴～⓬の成立を矛盾なく説明でき
る【注１】。⓭については、その上で、さらに検討することにする。
　以下に、♳を祖形として設定した各パターン成立過程の推定を行う。
　♴［ŋɡ］/［ŋ］は､祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］
への順行同化で説明できる。従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］＞♴［ŋɡ］/［ŋ］の推定が成
り立つ。なお、カ行音は、語中子音有声化がみられ、［k］/［ɡ］となるが、ガ行

鏡、…北海道・東
北六県の広い領域
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音が語頭では「＋入り渡り鼻音、＋有声性」、語中では「＋鼻音性」であるため、
両者が統合することはない。
　♵［ɡ］/［ŋɡ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭入り渡り鼻音［ŋ］脱落で説
明できる。従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］＞♵［ɡ］/［ŋɡ］の推定が成り立つ。
　4［ɡ］/［ŋɡ］は、ガ行音については♵と同様であるが、カ行音に語中子音声
有化がみられ［k］/［ɡ］となる点で異なる。なお、ガ行音が語頭では「＋有声性」、
語中では「＋入り渡り鼻音」であるため、両者が統合することはない。
　♷［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ 、［ɴ］ＶＮ#は、非語頭において、直後にＶＷ・Ｍ（広母音・
半広母音）が位置する場合は、♵と同様であるが、特に語末#において直後に
ＶＮ（狭母音）が位置する場合、（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］ＶＮ#＞［ŋɡ］#）＋（ii）語
末子音［ŋɡ］の［ŋ］による［ɡ］への順行同化（［ŋɡ］#＞［ŋ］#）＋（iii）語末環
境への同化による口蓋垂鼻音化（［ɴ］#）で説明できる。従って、♳｢［ŋɡ］/［ŋɡ］
ＶＷ・Ｍ｣＞♵［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ」と♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＮ# ＞♷［ɡ］/［ŋɡ］#＞［ɡ］/［ŋ］
#＞［ɡ］/［ɴ］ #」の推定が成り立つ。
　♸［ɡ］/［ŋɡ］は､♵［ɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］の/N/［ŋ］へ
の昇格（井上史雄1980、斎藤孝滋1987a、同2001、同2002c）で説明できる｡従っ
て､♳［ŋɡ］/［ŋɡ］＞♵［ɡ］/［ŋɡ］＞♸［ɡ］/［ŋɡ］の推定が成り立つ｡
　♹［ŋ］/［ŋ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭及び非語頭入り渡り鼻音［ŋ］
による［ɡ］への順行同化で説明できる。また、一方で、♴［ŋɡ］/［ŋ］におけ
る語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］への順行同化でも説明できる。従って、
以上を総合し、従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞♴［ŋɡ］/［ŋ］）＞♹［ŋ］/［ŋ］の推定
が成り立つ。
　8［ɡ］/［ŋ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭入り渡り鼻音［ŋ］脱落と、
非語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］への順行同化で説明できる。また、一方
で、4［ɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］による［ɡ］への順行同化
でも説明できる。従って、以上を総合し、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞4［ɡ］/［ŋɡ］）＞8［ɡ］/［ŋ］
の推定が成り立つ。
　⓽［ɡ］/［ŋ］は、ガ行音については8と同様であるが、カ行音に語中子音有
声化がみられ［k］/［ɡ］となる点で異なる。なお、ガ行音が語頭では「＋有声性」、
語中では「＋鼻音性」であるため、両者が統合することはない。
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　⓾［ɡ］/［ŋ］ＶＷ・Ｍ、［t］ＶＮ#、［ɴ］ＶＮ# は、非語頭において、直後にＶＷ・Ｍ（広
母音・半広母音）が位置する場合は、8と同様であるが、特に語末#において
直後にＶＮ（狭母音）が位置する場合、［ɴ］ＶＮ#のときは、♷の場合と同様に、
（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］ＶＮ#＞［ŋɡ］#）＋（ii）語末子音［ŋɡ］の［ŋ］による［ɡ］
への順行同化（［ŋɡ］#＞［ŋ］#）＋（iii）語末環境への同化による口蓋垂鼻音化（［ɴ］
#）で説明できる。一方、［t］ＶＮ#のときは、（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］ＶＮ#＞［ŋɡ］
#）＋（iv）入り渡り鼻音［ŋ］の脱落（［ŋɡ］＞［ɡ］）＋（v）語末環境への同化によ
る破裂要素［ɡ］の無声内破音化（［ɡ］＞［ɡ8］or［k］）＋（vi）無標内破音［t］化（［ɡ8］・
［k］＞［t］）で説明できる。従って、「♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞♵［ɡ］/［ŋɡ］）＞8［ɡ］/［ŋ］」
と共に「♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＮ#＞♷［ɡ］/［ŋɡ］#＞［ɡ］/［ŋ］# ＞［ɡ］/［ɴ］#」、「♳「［ŋɡ］
/［ŋɡ］ＶＮ#（＞♵［ɡ］/［ŋɡ］ＶＮ#）＞［ɡ］/［ŋɡ］#＞［ɡ］/［ɡ］#＞［ɡ］/［ɡ8］or［k］＞⓾［ɡ］/［t］」
の推定が成り立つ。
　⓫［ɡ］/［ɡ］［ɣ］は、祖形♳［ŋɡ］/［ŋɡ］における語頭・非語頭の入り渡り鼻
音［ŋ］脱落（［ŋɡ］/［ŋɡ］＞［ɡ］/［ɡ］）（＋非語頭における摩擦音化［ɡ］＞［ɣ］）で
説明できる。また、一方で、♵［ɡ］/［ŋɡ］における非語頭入り渡り鼻音［ŋ］脱
落（＋摩擦音化）でも説明できる。従って、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］（＞♵［ɡ］/［ ŋɡ］）＞⓫
［ɡ］/［ɡ］＞［ɡ］/［ɣ］ の推定が成り立つ。
　⓬［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ 、［ʔ］ＶＮ#は、非語頭において、直後にＶＷ・Ｍ（広母音・
半広母音）が位置する場合は、♵と同様であるが、特に語末#において直後に
ＶＮ（狭母音）が位置する場合、［ʔ］ＶＮ#のときは、（i）母音ＶＮ脱落（［ŋɡ］
ＶＮ#＞［ŋɡ］#）＋（iv）入り渡り鼻音［ŋ］の脱落（［ŋɡ］＞［ɡ］）＋（v）語末環境へ
の同化による破裂要素［ɡ］の無声内破音化（［ɡ］＞［ɡ8］or［k］）＋（vii）声門閉鎖
音［ʔ］化（［ɡ8］・［k］＞［ʔ］）で説明できる。従って、♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ」（＞
♵［ɡ］/［ŋɡ］ＶＷ・Ｍ」＞「⓫［ɡ］/［ɡ］ＶＷ・Ｍ」と♳「［ŋɡ］/［ŋɡ］ＶＮ#（＞♵［ɡ］/［ŋɡ］
ＶＮ#）＞［ɡ］/［ɡ］#＞［ɡ］/［ɡ8］or［k］#＞⓫［ɡ］/［ʔ］#」の推定が成り立つ。
　以上、♴～⓬の成立は、祖形として♳［ŋɡ］/［ŋɡ］を設定することで矛盾なく
説明でき、成立過程を推定することができた。
　従って、♴～⓬の共通祖形として①［ŋɡ］/［ŋɡ］が推定されるのである。
　次に、⓭［k］/［k］について検討する。
　⓭［k］/［k］は、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］を祖形に設定した場合、語頭・非語頭入り渡
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り鼻音［ŋ］脱落は説明できる（［ŋɡ］/［ŋɡ］＞［ɡ］/［ɡ］）ものの、（無声化母音で
もなく語末#環境でもない）母音間での無声子音化（［ɡ］/［ɡ］＞［k］/［k］）は説
明が困難である。従って、⓭［k］/［k］の祖形は、♳以外の、そして♳～⓬ま
での祖形としても成り立つものである必要があることから、♳［ŋɡ］/［ŋɡ］と⓭
［k］/［k］の共通祖形ということになる。
　ガ行の（清音［k］に対する）濁音としての弁別的特徴は、入り渡り鼻音［ŋ］
であった（＝破裂要素の有声性［ɡ］ではない）ことを考慮し、ここでは、共
通祖形として0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］（破裂要素は軟口蓋破裂音であればよい）
を設定する【注２】。
　以下に、0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］を祖形として設定した♳［ŋɡ］/［ŋɡ］と⓭［k］/［k］
の成立過程の推定を行う。
　♳［ŋɡ］/［ŋɡ］は、祖形0［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］の語頭・非語頭における破裂要
素の有声軟口蓋破裂音［ɡ］（異音レベルでは［ŋɡ］）への統一で説明できる。従っ
て、0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］＞♳［ŋɡ］/［ŋɡ］）の推定が成り立つ。
　⓭［k］/［k］は、祖形0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］の語頭・非語頭における破裂要
素の無声軟口蓋破裂音［k］（異音レベルでは［ŋk］）への統一と、入り渡り鼻
音［ŋ］脱落（［ŋk］＞［k］）で説明できる。従って、0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］＞＊［ŋk］/［ŋk］
＞⓭［k］/［k］の推定が成り立つ。

6．結論

　以上より、♳～⓭の共通祖形は0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］であると推定でき、各
類型の成立過程（煩雑さを避け後続母音がＶＷ・Ｍの場合）とそのメカニズムを
示すと図3のようである。
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図3：比較方言学的に推定される⓿～⓭の成立過程

ガ行子音の変遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♸［ɡ］/［ŋɡ］　　　　⓫［ɡ］/［ɡ］［ɣ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⒟↗　　　　　　　⒥ ⇒
0＊［ŋɡ～ŋk］/［ŋɡ～ŋk］　→　♳［ŋɡ］/［ŋɡ］　→　♵4♷⓬［ɡ］/［ŋɡ］　→　8⓽⓾［ɡ］/［ŋ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♴［ŋɡ］/［ŋ］　　　→　♹［ŋ］/［ŋ］

　　　　　　　　　　　　＊［ŋk］/［ŋk］　→　⓭［k］/［k］

【音変化⒜～⒥の凡例】⒜：［ŋɡ～ŋk］の［ŋɡ］への統一⒝：〈語頭〉［ŋ］脱落、⒞：〈非
語頭〉［ŋ］による［ɡ］への順行同化、⒟：〈非語頭〉［ŋ］の/N/への昇格、⒠：〈非語頭〉
［ŋ］による［ɡ］への順行同化、⒡：〈非語頭〉［ŋ］脱落（+摩擦音化）、⒢：〈語頭〉［ŋ］
による［ɡ］への順行同化、⒣：［ŋɡ～ŋk］の［ŋk］への統一、⒤：［ŋ］脱落、⒥：〈非
語頭〉［ŋ］の語頭異音［ɡ］への異音統一（+摩擦音化）※⒥は本文中では扱わなかっ
たが、近年若年層を中心に進行している音変化であるので参考として加えた。

6．おわりに

　本稿では、従来、試みられなかった、日本全国の方言を対象とした比較方言
学的考察により、新たな祖形を見出し、類型成立の総合的推定を行った。
　今後は、ダ行・ザ行・バ行について同様の方法で研究を進め、総合した上で、
〔文献〕に挙げた先行研究との詳細な検討を行いたい。

【注】１、２、柴田武（前掲論文）は具体的音価の推定はしていないが、古代中央語に
おける語頭の鼻音を伴った濁音存在の可能性を指摘している。本稿における祖形類型0
は、類型⓭が地理的位置から中央語との分岐が極めて古い時代であったと推定されるこ
とから、柴田（前掲書）の指摘の裏付けとなる可能性があるといえよう。
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